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 蒸し暑い真夏の日差しも穏やかになり「暑い、暑い」という声や耳障りな蚊の音もすっかりなくなり、

紅葉の綺麗な秋がやってきました。秋といえば食欲の秋、読書の秋、スポーツの秋 etc 何をするにも最

適な今日この頃。皆様いかがお過ごしでしょうか。「YODORIC News No.2７」をお届けします。

No.26 同様執筆は摂南大学４回生の秋田が担当しています。よろしくお願いします。 
 

 
☆『淀川ワンドクリーン大作戦』が盛会裡に終わる！！！☆ 

去る 7 月１8 日(日）海の日に淀川河川公園城北 
ワンド地区と点野ワンドにおいて､Love 遊淀川恒 
例の「淀川ワンドクリーン大作戦」が開催されま 
した。当日は、曇り空で良い天気ではありません 
でしたが、子供から高齢者の方、またボーイスカ 
ウトの方も含め大勢の参加がありました。参加者 
は皆少しでも綺麗にしようと周辺の掃除に取り組 
んでいましたが、前日の雨による増水で川に沈ん 
でいるゴミを拾えなかったため、例年に比べて収 
集したゴミは少なかったようです。それでも、写 
真を見ても分かるように参加者によって多くのゴ 
ミが集められ「淀川ワンドクリーン大作戦」は盛 
会裡に終わりました。 

 
 
 

☆夏のイベント『大和川・淀川流域連携水環境交流会 2004』が盛会裡に終わる！！！☆ 
「大和川・淀川流域連携水環境交流会 2004」を 7 月 31 日（土）、8 月 1 日（日）の二日間にわたり開催し

ました。この催しは淀川流域に住む人々だけではなく、大和川流域に住む人々との流域間交流をめざし行わ

れたイベントです。当日は台風の接近により、強い風が吹いていましたが、約１６０名の方が参加しました。 
第一日目は、柏原市民文化会館（リビエールホール）にて、松浦茂樹先生（東洋大学教授）に「古代政権と

大和川」というテーマで基調講演をいただきました。 

クリーン大作戦の様子 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
夏のイベントアンケート結果 

今回もイベント終了後に参加者の方々にアンケートに答えていただきました。その中から幾つかを

紹介したいと思います。 
Ｑ：流域交流についてどうお考えですか？という質問に対して、・下流部と水源地の子どもの交流に取

り組んだらどうか・ネットワーク作りをもっと密接に・大切なことだと思うが、まず自分の地元をも

っと知ろうと思います・いい機会になったなど、様々な意見をいただきました。また、ワークショッ

プや基調講演の感想もほとんどの方が「良かった」と答えてくださいました。イベントの満足度につ

いても５段階評価で、平均４.１という評価を頂きました。アンケートでの結果や意見は、次のイベン

トに活かしていきたいと思います。 
 

続いて行なわれたワークショップ「よりよい流域連

携のあり方について」では、話題提供として、中島祐

子氏（奈良県地域婦人団体連絡協議会）、美濃原弥恵氏

（アクアフレンズ）、寺川裕子氏（石川自然クラブ）、

仲谷正幸氏（築留土地改良区）、角野昇八氏（大阪市立

大学）の方々にお越し頂き､久保田洋一氏（近畿水の塾）

のコーディネートによって行なわれました。各テーブ

ルでも、活発な意見交換が行なわれ、大変盛り上がり

ました。第二日目は、朝 9 時から大和川河川敷にて河

川清掃を行なった後、行事二日目の開会式が行なわれ

ました。今年も去年と同じく午前中に「水深測定」、「距

離測定」、「写真撮影」、「クイズ」の４種目を行いまし

た。参加した 160 名の方々は､さまざまな水面利用を

積極的に体験していました。また、「目指せ柏原！」と

題して､石川上流から大和川付替え地点までカヌーで

下ってきた参加者や、堺からカヌーや自転車で上って

きた参加者もいました。Ｅボートレースでは好勝負が

数多く繰り広げられ、応援する方も声がからからにな

るまで必死に応援していました。激しいデッドヒート

の末、激戦を制したのは国土交通省の皆さんでした。

なお、摂南大学熊谷ゼミは、淀川愛好会を代表して、

８月 29 日に鬼怒川で行なわれた全国Ｅボート大会に

出場しました。 
 

基調講演 

ワークショップ 

河川清掃 Ｅボートレース 



☆第 4 回「川に学ぶ」体験活動全国大会 in 日野川流域に参加☆ 
８月２１日（土）、２２（日）に福井県で行なわれた「川に学ぶ」体験活動全国大会 in 日野川に

淀川愛好会から、７名が参加しました。２１日は、２つの班に分かれ日野川中流域の見学や伝統芸

能、郷土料理などをいただきました。２２日は、ポスターセッションやパネルディスカッション参

加しました。水辺で活動している様々な団体の方と交流も流を持つことで、色々な意見や活動内容

を聞けていい勉強をする事ができました。 

 
 

☆第６回内川・土居川まつりに参加☆ 
１０月３日に堺市で行なわれた、内川・土居川まつりに参加しました。当日はＮＰＯ法人「近畿水の塾」

のお手伝いという形で手作りのボートレースや模擬店、Ｅボートの試乗会などを行いました。特にＥボート

試乗会は好評で普段乗ったことのないボートに、身近な川で乗れるという事でたくさんの方に乗っていただ

きました。また、水質浄化の為に「元気玉（ＥＭ団子）」の投げ入れも行われました。 

☆猪名川の清流復元フォーラム＆水辺祭りに参加☆ 
１０月３日に尼崎市で行なわれた猪名川・藻川の清流復元フォーラム＆水辺祭りに参加しました。当日

は午前中にフォーラムが行なわれ、講演やパネルディスカッションが行なわれました。午後からは水辺

祭りが行なわれ、バンド演奏や葦舟やカヌーの乗船体験が行なわれました。Ｅボートには約 60 名の地

域の子供達が乗船しました。乗船した子供達は、「思っていたより水がきれいだった。」「ゴミが浮いてい

て残念だった。」など思い思いの感想を述べていました。 

☆会費納入のお願い☆ 
会員には年会費 3000 円（学生は 1500 円）をいただいております。2004 年度の会費納入がまだの 

方は下記の郵便局の口座または、銀行口座にお振込みいただくか、事務局に直接お届けくださるよ 
うお願い申しあげます。 
 郵便振替口座：００９２０－６－１１６０３６ 加入者名：淀川愛好会 
 銀行振込口座：りそな銀行 寝屋川支店 普通預金：２２３００３０淀川愛好会          

☆『秋のハイキング２００４』にご参加を・・・☆ 
   主  催：淀川愛好会 

 開催日程：200４年 11 月 23 日（火） 集合場所：ＪＲ上野駅  集合時刻：１０時 
   参加費：500 円（※昼食代は別途ご用意下さい。） 

解散予定時刻・場所：16：30 分川上ダム建設（予定）現場 電車利用の方は、青山町駅から近鉄

に乗車→鶴橋駅まで急行 90 分 
見るコース：ＪＲ伊賀上野駅集合→①岩倉峡狭窄部→②大戸川浄化施設→③昼食そば｢松尾｣→④伊

賀上野藩の藩校「崇廣堂」→⑤上野遊水地資料館→⑥往古川→⑦上野遊水地→⑧久米

川→⑨農業集落排水浄化→⑩木津川の堰魚道→⑪城ノ越遺跡→⑫川上ダム建設（予定）

現場→⑬近鉄青山町駅（解散）※見学ルートは乗用車に分乗して移動します。 
 

河川清掃 見学風景 
 



 



       
淀川愛好会 

返 信 票 
年   月   日記入 

該当箇所の□にチェックをお付けください。 
 ◎申し込み締め切り 10 月 31 日（日） 
  

氏  名:                         
 

生年月日：（西暦）     年   月   日      性別： □男、□女 
※会員登録：登録済み［□変更なし、□変更あり］、□新規登録、□登録しない 

（なお、退会を希望される方はその旨をお知らせください。） 
登録内容に変更のある方、新規登録の方は下記の項目へご記入をお願いします。 

所属先（学校名、会社名、部署等）：                         
  住所：（〒   -    ）                                                             

 電話：                 FAX：               
  携帯電話：               E-mail：              

自宅 
  住所：（〒   -    ）                                                             
  電話：                 FAX：               
  携帯電話：               E-mail：              
 
○『11 月 23 日（日） 秋のハイキング』について 

□参加する、□参加しない 
 ご一緒に参加いただける方がいらっしゃいましたら、下記の欄に追記してください 
氏  名:                             性別： □男、□女 

交通手段 
     （ ）ＪＲ   （ ）自家用車 
               現地で（  ）人乗車可    
 


